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「アベ政治を許さない」ポスターを掲げスタンディング 
1月 3日 全国各地で 

作家の澤地久枝さんが呼びかけ、毎月行われている「アベ政治を許さない」ポスターを一斉に掲

げる行動が 1月 3日も、全国各地で取り組まれました。国会正門前には澤地さんをはじめ、作家の

渡辺一枝さん、コメディアンの松元ヒロさんが駆け付け、約 150人が集まりました。 

松元さんは、安倍首相とともにハワイ真珠湾を訪問した稲田朋美防衛相が帰国直後、靖国神社に

参拝したと指摘。「あんな人が防衛大臣でいいのか？」と訴えると、集まった人たちは「否（いな）

だ！」と声を合わせました。澤地さんは、今年もポスターを掲げる行動をしなければならないとし

て、早く「アベ政治」を終わらせたいとあいさつしました。 

川崎市中原区の女性(68)は、日本国憲法が施行され今年で 

70年を迎えることについて､｢憲法と平和な世の中は、自然に 

あるものだと思っていたけど、みんな必死に守ってきた｣｡そ 

の上で｢今年こそ戦争法廃止｡野党共闘で選挙に勝つために、 

市民が声を上げ、後押しするしかない｣と意気込みました｡西 

東京市の女性（68）も、「安倍政権打倒の年にしたい。野党に 

は弱さもあるが、市民の力で変える以外に方法がない」と力 

を込めます。今年は酉（とり）年です。「政治家は、風見鶏の 

ように風向きで態度を変えず信念を持ってほしい」と注文し 

ました。 
 

真珠湾訪問安倍首相に 「不戦の決意」語る資格なし！ 
旧日本軍による奇襲から 75年。12月 28日、ハワイの真珠湾を訪問中の安倍首相がオバマ大統領

と演説し、かつての敵味方による「和解の力」を訴えました。 

 「戦争の惨禍は、二度と繰り返してはならない」「戦後 70年間に及ぶ平和国家としての歩みに静

かな誇りを感じながら、この不動の方針を貫いていく」と安倍首相は語り、「未来」に向けて「不

戦の決意」を強調してみせました。 

 しかし、一方で、真珠湾攻撃と日米のみならずアジア太平洋地域の国々に甚大な犠牲をもたらし

た先の戦争をどう振り返り、どう歴史に位置づけるか。演説ではほとんど触れませんでした。また、

日米同盟を「希望の同盟」と自賛しましたが、過重な基地負担にあえぐ沖縄との和解には背を向け、

沖縄については語りませんでした。 

 これらについて、朝日新聞は社説で「逆に印象に残ったのは、過去を語らず、沖縄の声を聞かず、

『美しい未来』を強調しようとする首相の姿である」と批判しています。 

 もともと、憲法違反の「駆けつけ警護」等の新任務を付与しての南スーダンＰＫＯ派遣を強行し、

首相がハワイに出発した翌日には沖縄県民の反対を振り切って名護市辺野古での埋め立て工事を

再開した安倍首相に、「不戦の決意」などどこの誰の話かと思わせるかけ離れたものです。 
 

稲田防衛相が真珠湾訪問の翌日、靖国参拝 
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 安倍首相に同行し真珠湾を訪問した稲田朋美防衛相は、帰国した翌日の 29日、靖国神社を参拝

しました。参拝後、記者団の前で、「防衛大臣である稲田朋美が一国民として参拝した」、「防衛大

臣 稲田朋美」と記帳した、玉串料は私費で納めたと語りました。また、記者団から中韓の反発に

ついて問われると、「いかなる歴史観に立とうとも、いかなる敵味方であろうとも、祖国のために

命を捧げた方々に対して感謝と敬意と追悼の意を表するのは、どの国でも理解していただけるもの

だと考えている」と述べました。 

 しかし、中国とは東シナ海などで偶発的な衝突を回避する「海空連絡メカニズム」の運用に向け

た協議の最中であり、韓国とは北朝鮮のミサイル発射に備えて「軍事情報包括保護協定」を締結し

たばかりであり、報道によると、防衛省幹部は「これからどういう影響が出るのか予測がつかない」

と語ったとのことです。 

           さっそく、韓国外交省は「植民地侵奪と侵略戦争を美化し、戦争犯罪者を 

合祀した靖国神社に参拝したことについて、政府は慨嘆を禁じ得ない」と

報道官論評を発表し、国防省も「深刻な憂慮と遺憾を表明する」等のコメ

ントを出しました。もっと厳しいのが中国。中国外務省は北京の日本大使

館の伊藤康一次席行使を呼びつけ「厳正な申し入れ」を行い、副報道局長

は定例会見で、稲田氏が安倍首相の真珠湾訪問に同行したことに触れ「昨

日は和解と寛容を言いながら、今日はＡ級戦犯が祀られている靖国神社に

参拝する。『和解の旅』に対する大きな皮肉になった」と述べました。 

 安倍首相は真珠湾での演説で、先の戦争でアジア太平洋地域の国々に甚大                   

な犠牲をもたらしたことにほとんど触れず「不戦の決意」を語りました。防 

衛相の稲田氏も同様で、大きな犠牲となったアジアの人々のことなど頭にないのでしょう、まさに

「『和解の旅』に対する皮肉」と指摘されて当たり前の行動です。安倍政権の侵略戦争肯定、歴史

逆行の思想と行動にはあきれ返るばかりです。この面からも安倍政権は一日も早く退陣すべきです。 
 

各地のとりくみ 
 
神奈川 11区で横須賀・三浦市民連合が「自民党倒そう」と初宣伝 

 衆院選神奈川 11区（横須賀、三浦市）は、自民党小泉進次郎農林部会長の地元ですが、野党共

闘を求める市民団体「安保法制廃止と立憲主義の回復を求める横須賀・三浦市民連合」は 12月 23

日、京急横須賀中央駅前で、はじめての宣伝行動にとりくみました。何と、120人が参加し、「基地

強化は認めない」「格差と貧困をストップ」などと書いたプラスターや、風船で選挙区の「11」の

形をつくり、アピールしました。 

 日本共産党からせと和弘 11区候補や県議・市議が参加し、社民党からは神奈川県連合の星野潔

政策委員長、新社会党から神奈川県本部の手塚賢一執行委員長が参加して訴え、自由党は県連代表

がメッセージを寄せました。 

 日本共産党の井坂新哉県議は、「横須賀から自民党を倒そうという声を上げるために私たちも全

力で頑張りたい」と話しました。 
 
東京 市民と野党をつなぐ会@東京 第４回 経験交流会に 70 人  
「子どもたちに、社会は変わるんだよ」と示そう！佐々木寛（市民連合＠新潟共同代表）講演 

12月 29日、市民と野党をつなぐ会＠東京は、経験交流会を開き、佐々木寛新潟国際大学教授（市

民連合＠新潟・新潟に新しいリーダーを誕生させる会共同代表）が「新潟の経験」について講演し

ました。参加者は 70人。 

講演で話された印象的なことばを拾うと、「圧倒的多数は無党派層、与党にも野党にも満足して

いない」「国会前で子どもを肩車して、社会は変わるんだよということを示していきたい」「中央集

権型の政治が通用しなくなった」「デモができる社会、日常的に政治に参加するようになった市民」

「知事選では、今回は、自民にお灸を据えますよ。もう騙されないよと」「マスメディアを味方に          
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つける」「野党共闘…まず飲み会をやった」「参院選での人 

間関係があったので、知事選でも勝利できた」などです。 

講演後、衆院 5区、6区、7区、12区、2区、10区、11区、

8区、23区、21区、20区、13区、16区（発言順）などから、

野党共闘をすすめる市民の取り組みが報告されました。 

次回の「市民と野党をつなぐ会@東京 第５回経験交流会」

は、1月 16 日（月）19:00開会 （18:30 開場 ）府中中央

文化センター（府中駅北口 徒歩 10分） 

                       （東京革新懇ＦＡＸニュースＮｏ．550より） 
 

当面の予定 ―東京の行動― 
 

1月 7日（土）  市民連合新春大街頭演説会          ◆13時 30分より   ◆新宿駅西口 
 

共にたたかう 2017ファーストアクション 
弁士・立憲野党（民進党＝安住さん、共産党＝志位さん、自由党＝青木さん、社民党＝福島さん） 
  ・市民連合＝山口さん   ※司会＝諏訪原さん、菱山さん 

1月 10日（火） 憲法共同センター「9の日」宣伝行動 ◆12時～13時 ◆新宿駅西口 

1月 10日（火） 解釈で憲法９条を壊すな！実行委員会 

 ◆18時 30分より  ◆文京区民センター3Ｄ 

1月 10日（火） 沖縄全国統一署名第 1次締め切り 

1月 13日（金） 第 32回憲法共同センター運営委員会  ◆10時より  ◆全労連会議室 

1月 17日（火） 「秘密保護法」廃止へ！実行委員会 ◆19時より    ◆文京区民センター 

1月 18日（水） 第３回 5・3憲法集会実行委員会 ◆18時 30分より  ◆連合会館 501号室 

1月 19日（木） 共謀罪の国会提出を許すな！1・19院内集会（全労連･自由法曹団･国民救援会） 

     ◆12時より     ◆衆議院第 2議員会館第１会議室 

1月 19日（木） 総がかり行動実行委員会主催 19の日国会前行動 

     ◆18時 30分より  ◆国会前 

1月 20日（金）または 23日（月） 総がかり行動 国会開会日緊急行動 

     ◆12時より ◆議員会館前   （報道では開会日は 20日） 

1月 24日（火） 監視社会を考える連続講座 第 3回 

「加速する監視カメラ社会科」―顔認証と自動追跡― 

◆18時 30分より  ◆文京シビックセンター4階ホール 

2月 9日（水） 憲法共同センター「9の日」行動   ◆12 時～13時    ◆新宿駅西口 

2月 11日（土） 「建国記念の日」反対 2017年 2・11集会 

日本国憲法施行 70年！いま求められる歴史認識―憲法が生きる社会切り拓く― 

◆午後 1時半開会  ◆日本橋公会堂ホール 4階 

 2月 19日（日） 安倍政権の暴走を止めよう！戦争法廃止、沖縄、格差・貧困（仮題） 

◆午後       ◆日比谷野音 

 3月 5日（日） 憲法会議 春の憲法講座  ◆10時から 12時 30分 ◆韓国ＹＭＣＡセンター 

 3月 5 日（日） 憲法会議第 52回全国総会 ◆13時 15分から 17時 ◆韓国ＹＭＣＡセンター 

 3月 9日（木） 憲法共同センター「9の日」宣伝行動 

      ◆12時～13時   ◆新宿駅西口 

3月 29日（水） 監視社会を考える連続講座 第 4回 「共通番号と監視社会」 

     ◆18時 30分より  ◆場所 未定 

 

 

お知らせ 

都内で開催され

る「2・11 集会」

チラシ、必要な

方、憲法会議まで

連絡ください。 


